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Ⓒよい食Ｐ



俳
句
は
世
界
で
一
番
短
い
詩
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
俳
句
の
作
り
方
を
お
ぼ
え
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
左
記
の
た
っ
た
２
つ
で
す
！

折原野
の

歩
ぼ

留
る

先生のご紹介

❖ 埼玉県俳句連盟会長
❖ 本名：折原　登
❖ 出身：加須市鴻茎　　❖ 俳句歴：56年
❖ 俳句をはじめたきっかけ：

子供の頃から詩を書くことが好きで少年マガジン等に応募していた。
父の影響で五七五の凝縮された俳句に目覚め現在に至る。

❖ 好きな俳句：もう誰もいない地球に望の月　　　山﨑十生

ポ
イ
ン
ト 

❶

俳
句
は
17
音
で
作
り

「
５
・
７
・
５
の
リ
ズ
ム
に
言
葉
を
の
せ
る
」

ポ
イ
ン
ト 

❷

「
季
語
」
を
入
れ
る

農
協
俳
句
コ
ー
ナ
ー
で
選
者
を
つ
と
め
る
折
原
野
歩
留
先
生
に

俳
句
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
！

み
な
さ
ん
も
俳
句
に
挑
戦
し
て
広
報
誌
ほ
く
さ
い
に
投
句
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〇
〇
〇
〇
〇　
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇　
〇
〇
〇
〇
〇

　
上
五　
　
　
　
　
中
七　
　
　
　
　
下
五

は
じ
め
の
５
音
を
上
五
（
か
み
ご
）
次
を
中
七
（
な
か
し
ち
）

最
後
を
下
五
（
し
も
ご
）
と
呼
び
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は

「
チ
ュ
」「
ー
」「
リ
」「
ッ
」「
プ
」で
５
音
で
す
。

５+

７+

５
で
作
る
俳
句
を「
正
調
」と
い
い
、
５+

７+

５
以

外
で
作
る
句
を「
破
調
」と
い
い
ま
す
。

「
正
調
」５+

７+

５
の
俳
句

例
：
水
枕
ガ
バ
リ
と
寒
い
海
が
あ
る　
　
西
東
三
鬼

「
破
調
」６+

７+

５

例
：
学
童
服
四
角
に
着
た
る
朝
桜　
　
　
長
谷
川
秋
子

「
季
語
」と
は
季
節
を
表
す
た
め
に
句
に
詠
み
込
む
語
句
の
こ
と

で
す
。
俳
句
で
は
、
四
季
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
ま
す
。

春
：
立
春（
２
╱
４
頃
）か
ら
立
夏（
５
╱
６
頃
）の
前
日
ま
で

　
　
　
　
季
語
例　
春
曙　
蜆
汁　
風
光
る　
な
ど

夏
：
立
夏（
５
╱
６
頃
）か
ら
立
秋（
８
╱
８
頃
）の
前
日
ま
で

　
　
　
　
季
語
例　
南
風　
雷　
団
扇　
な
ど

秋
：
立
秋（
８
╱
８
頃
）か
ら
立
冬（
11
╱
８
頃
）の
前
日
ま
で

　
　
　
　
季
語
例　
秋
の
宵　
稲
の
花　
梨　
な
ど

冬
：
立
冬（
11
╱
８
頃
）か
ら
立
春（
２
╱
４
頃
）の
前
日
ま
で

　
　
　
　
季
語
例　
小
春　
白
鳥　
シ
ク
ラ
メ
ン　
な
ど

新
年
：
１
月
１
日
か
ら
１
月
15
日
ま
で

　
　
　
　
季
語
例　
明
の
春　
鏡
餅　
門
松　
な
ど

１
年
を
24
に
分
け
た
二
十
四
節
気
と
、
二
十
四
節
気
を
さ
ら

に
３
つ
に
分
け
た
七
十
二
候
が
あ
り
ま
す
。

俳
句
で

秋
の

夜
長
を

楽
し
も
う
！

❷



折
原
先
生
か
ら
お
題
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
の

職
員
が
初
め
て
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
し
た
‼

朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
い
水　
　
千
代
女

　
わ
か
り
易
い
素
人
好
み
の
句
で
あ
る
。
朝
起
き
て
井

戸
の
水
を
汲
も
う
と
し
た
時
釣
瓶
に
朝
顔
の
蔓つ

る
が
巻
き

付
い
て
お
り
剥
す
の
は
あ
ま
り
に
も
可
哀
そ
う
な
の
で

隣
家
へ
水
を
貰
い
に
行
っ
た
。

　
そ
ん
な
設
定
で
あ
る
が
、
実
は
原
句
は「
朝
顔
や
」で

あ
っ
た
と
言
う
説
が
あ
る
。
や
と
言
う
切
れ
字
を
使
う

事
に
よ
り
二
句
一
章
の
作
品
仕
立
て
と
な
り
句
意
が
一

段
と
深
く
な
る
。
例
え
ば
近
所
の
悪
餓
鬼
が
い
た
ず
ら

に
壊
し
て
し
ま
っ
た
か
も
、
又
嫁
姑
の
確
執
で
姑
が
意

地
悪
し
て
隠
し
て
し
ま
っ
た
か
も
等
々
い
ろ
ん
な
創
造

が
出
来
る
。

　
そ
の
一
部
始
終
を
知
っ
て
い
る
の
は
朝
顔
だ
け
で
あ

る
。

春
の
海
ひ
ね
も
す
の
た
り
の
た
り
か
な　

 

蕪
村

　
ひ
ね
も
す
と
は
終
日
の
事
、
穏
や
か
な
波
が
砂
浜
に

ゆ
っ
た
り
と
寄
せ
て
は
消
え
て
ゆ
く
、
春
の
明
る
い
海

の
状
景
が
の
た
り
の
た
り
と
言
う
表
現
の
中
に
確
か
と

見
え
て
来
る
。

　
擬
人
法
を
使
っ
て
蕪
村
そ
の
も
の
の
生
き
様
を
詠
っ

て
い
る
様
に
も
み
え
る
。

「
か
な
」の
詠
歎
止
め
が
功
を
奏
し
て
い
る
句
で
あ
る
。

お
題『
風
鈴
』で
一
句　
※
⃝
は
先
生
の
添
削

我
が
家
で
は
風
鈴
だ
け
が
涼
し
そ
う

（
風
鈴
、
涼
し
い　
季
重
ね
）

　
⃝
我
が
家
で
は
風
鈴
だ
け
が
音
持
て
り

風
鈴
に
心
地
良
き
音
と
飲
む
ビ
ー
ル

（
風
鈴
、
ビ
ー
ル
が　
季
重
ね
）

　
⃝
風
鈴
を
耳
に
棲
ま
せ
し
夕ゆ
う

餉げ

か
な

風
鈴
の
音
を
手
元
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
⃝
風
鈴
の
音
ま
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
せ
り

風
鈴
の
音
に
も
癒
え
ぬ
暑
さ
か
な

（
風
鈴
、
暑
さ　
季
重
ね
）

　
⃝
風
鈴
の
音
に
も
癒
え
ぬ
思
い
か
な

風
鈴
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
な
り
ま
し
た

　
⃝
風
鈴
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
呼
び
寄
せ
り

軒
下
の
風
鈴
ま
で
も
溶
け
だ
す
か

　
⃝
軒
風
鈴
溶
け
出
だ
す
ほ
ど
の
真
昼
か
な

風
鈴
の
音
色
か
き
消
す
風
の
音

　
⃝
風
育
ち
風
鈴
の
音
狂
い
だ
す

（
評
）季
重
ね
の
句
が
み
ら
れ
ま
す
。
俳
句
の
季
語
は
一

つ
、
歳
時
記
で
調
べ
ま
し
ょ
う
。
全
体
的
に
説
明
句
が

多
い
。
俳
句
は
報
告
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
心

（
感
覚
）で
詠
み
ま
し
ょ
う
。
原
文
を
尊
重
し
て
添
削
し

ま
し
た
。

折
原
先
生
の
お
手
本

に
ぎ
や
か
な
風
売
っ
て
い
る
風
鈴
屋　
　
　
野
歩
留

農
協
俳
句
コ
ー
ナ
ー
へ
の
投
句
に
つ
い
て

農
協
俳
句
会 

会
員
募
集
！

●
俳
句
は
一
部
添
削
し
て
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
投
句
は
１
人
ハ
ガ
キ
１
枚
に
３
句
以
内
で
お
願
い
し

ま
す
。
※
ハ
ガ
キ
は
１
枚
ま
で
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
農
協
コ
ー
ナ
ー
の
俳
句
は
当
季
雑
詠
。

（�

今
の
季
節
の
事
象
で
あ
れ
ば
何
を
詠
ん
で
も
よ
い
、 

つ
ま
り
自
由
題
）

●
誌
面
の
都
合
上
、
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
季
語
の
無
い
句
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●
締
切
り
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
句
は
、
翌

月
に
折
原
先
生
に
選
考
い
た
だ
き
ま
す
。

　
農
協
俳
句
会
は
、
一
緒
に
俳
句
を
楽
し
む
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
下
旬
に
、
Ｊ
Ａ
騎
西
中
央
支
店
に
て
折
原
先
生

に
ご
指
導
い
た
だ
き
俳
句
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
は
10
名
。
老
若
男
女
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
農
協
俳
句
会　
小
山
敏
男
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
４
８
０-

７
３-

２
９
４
１

●
Ｊ
Ａ
騎
西
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
４
８
０-

７
３-

１
１
２
２

投句
お待ちしてます！

　
❖ 

問
い
合
わ
せ
先

俳
句
は
難
し
く
て
意
味（
作
者
の
意
図
）が
わ

か
ら
な
い
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

こ
こ
で
代
表
的
な
俳
句
を
２
句
折
原
先
生
に

解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

❸



理
事
会
か
ら

７
月
28
日
の
主
な
議
案

①
総
代
選
出
手
続
き
に
つ
い
て

②
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
誌
の
作
成

に
つ
い
て

③
役
員
賠
償
責
任
保
険
に
係
る
保

険
料
の
役
員
負
担
額
に
つ
い
て

④
理
事
に
対
す
る
貸
出
金
の
承
認

に
つ
い
て　

⑤
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

10
月
２
日
に
本
店
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

10
月
２
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

　秋の収穫の時期を迎え、今年もＪＡで米の食味
値の計測を行います。しかしながら、現在機械の
老朽化により保守点検を受けることができません。
そのため、結果はあくまで参考値としてご活用ください。
　ご希望の方は、袋や封筒に玄米200㌘を入れて、表に 
①銘柄 ②ご住所（市名からご記入ください） ③お名前をご
記入のうえ、各支店窓口にお申し出ください。

①銘柄
②ご住所③お名前
玄米200㌘

米の食味測定について

ＪＡほくさい
総代選挙について

令和５年10月31日をもって当組合の総代
の任期が満了します。つきましては、定款
附属書総代選挙規程第４条に基づき、下記
のとおり総代選挙を行います。

　ＪＡほくさいは災害時用に活用するため
にテント二張を羽生市の本店に備えました。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性
化積立金を活用し、地域貢献を目的として
います。

　組合員からの情報で、
ＪＡほくさい管内の一部
でジャンボタニシの発生
が確認されています。
　濃いピンク色の卵塊には神経毒があります。貝
には人体に有害な寄生虫がいる場合があり、人に
も感染する可能性があります。
　見つけても 素手で触らないようにし、もし触っ
てしまったら石けんで手をよく洗ってください。
　卵塊が濃いピンク色の場合は、水に落とすと駆
除出来ますが、黒から白色の場合は水中で孵化し
てしまうため、スコップ等で押しつぶしましょう。

ジャンボタニシに注意！
　（スクミリンゴガイ）

●選挙期日
　令和５年10月16日（月）
●投票開始時刻及び投票終了時刻
　午前９時より午後５時
●投票及び開票所
　各基幹支店
●選挙する総代の数
　選挙区別の総代定数
●投票用紙に記載すべき選挙する
　総代の数
　１名
●総代立候補及び推薦届の締め切り
　令和５年10月13日（金）午後４時

尚、候補者の数が定数を超えない場
合は、選挙を行いません。

ジャンボタニシの
成虫と卵塊

❹



行田農産物直売所 ☎048（556）2203・水曜定休
羽生農産物直売所 ☎048（563）4609・水曜定休
加須農産物直売所 ☎0480（61）3044・火曜定休
騎西農産物直売所 ☎0480（73）6776・火曜定休
北川辺農産物直売所 ☎0280（62）3636・水曜定休

新
米
収
穫
祭 とれたての

新米各種を　　
特別価格で販売いたします！

いずれも９時30分より

10/ 14土
　  ▼

10/22日

令和５年
産

樹木の伐採・枝の剪定など
お任せ下さい！！

お申込・お問合せはＪＡほくさい営農経済センター窓口へ

　作業は埼玉県内の森林を伐採している熟練
作業員で構成する「NPO法人 森

も

林
り

の営み」
が行いますので安心・格安です！
　難しい伐採作業や抜根・整地作業なども特
殊技能を持つ作業員が全て対応できます。
　現地を拝見して、見積後にご納得いただい
た上で作業に取り掛かりますので安心してお
任せ下さい。

お見積りは、もちろん無料です！

作業前 作業後

事例　施工場所：行田市内

─  遊休資産（土地）の売却について ─

２．申込方法　物件の詳細や入札の方法につきましては、令和５年11月に当組合ホームページ
（https://jahokusai.jp/）へ「不動産売却案内書」を掲載いたします。

３．問合せ先　企画管理部企画管理課　今村・永沼　☎048-561-6911

JAほくさいの所有財産で、現在使用していない下記の物件を売却いたします。

1．物件情報

物 件 名 旧羽生支店駐車場 羽生農機センター駐車場

所 在 地 埼玉県羽生市中央二丁目103番17 埼玉県羽生市大字藤井上組351番１

地 目 宅地 雑種地

地 積 117.41㎡ 666㎡

最低売却価格 4,450,000円 7,000,000円

売 却 条 件

◎土地については公簿面積および現状有姿での売却といたします。

◎所有権移転費用等一部の費用については買受者負担といたします。

◎物件に対して買受希望者が複数の場合は入札といたします。

❺



加　　須 騎　　西 北 川 辺 大 利 根
作業単位

作業名 11a以上整理地 11a未満未整理地 10a当り 10a当り 10a当り

耕 耘 １ 回 目 7,623 8,228 6,600 9,350 9,350

耕 耘 ２ 回 目 5,082 5,687 5,280 5,390 5,390

代掻１回耕耘あと 15,246 16,940 9,240 16,500 16,500

代掻２回耕耘あと 8,833 10,164 7,920 11,990 11,990

田 植 え 8,833 10,164 8,250
10,010
11,990

（側条施肥）

10,010
１1,99０

（側条施肥）

育 苗
19,800

（コシヒカリ＋２,420）
10a当り18枚までとする
以後１箱増すごとに1,100

１枚　1,000 １枚
1,210

一切受託者もち
但し種子は別

1枚１,210

余 り 苗 １枚　5００ １枚　385

肥 料 散 布   ３,630
肥料代別途

２,2００（６０㎏まで）／１０a
60㎏以上は別途協議のうえ

肥料代別途
３,960 3,960

農 薬 散 布
乳剤　１,21０
粒剤　２,420
農薬代別途

２,2００
農薬代別途

動噴散布、１戸
５０a以上の受託
とし農薬は委託
者負担4,400

ドローン散布
除草剤　2,500
殺虫殺菌　2,500

水稲刈取
（カッター）

25,410 28,556
２2,０００

倒伏等作業困難な場合
に は 両 者 協 議 の う え
割増料金

29,480
32,120

（10a未満）

29,480
32,120

（10a未満）
11a以上の未整理地

26,620
11a未満の整理地

26,620

水稲刈取（結束） 10a当り4,840割増 25,300

麦刈取（カッター） 18,700

籾 運 搬 生籾1㎏　5 2,200

玄米 麦運搬30㎏
玄米籾運搬30㎏　363

保冷庫搬納
１袋当り121割増

110 132

乾 燥 調 整 料 １㎏　４8 １㎏　３3 玄米
１㎏　４2

玄米
１㎏　４2

畦 塗 り １ｍ当り（片側）１21 片面１ｍ当り    ６6 50ｍ当り3,960 １ｍ当り １10

ロールベーラー 米　4,400
麦　5,500

稲わら結束
6,600

農業機械回送料 　605

麦の播種 種子のみ 5,500
施　　肥 7,150

そばの播種 ３,3００

そばの刈取 ８,8００

機械除草 １㎡　 　２2

（単位：円）

❻



行　　田 川　　里　　　 羽　　生
作業単位

作業名 10a以上 10a未満 10a当り 10a以上 10a未満

耕 耘 １ 回 目 6,600 7,150 春作業 ５,83０ 6,600 7,150

耕 耘 ２ 回 目 4,400 4,950 春作業 5,5００ 4,4００ 5,170

代掻１回耕耘あと 8,250 9,350 9,460
（３回掻き）

8,250 9,350

代掻２回耕耘あと 7,150 8,250 7,150 8,250

田 植 え 7,700 8,800 9,680 7,700 8,800

育　　　　　苗 １枚　８8０ １枚　８8０
（播種のみ１枚440）

１枚　1,100（種子代含む）
苗運搬料　１箱　５5

肥 料 散 布 3,300
肥料代別途

2,200
肥料代別途

3,300
肥料代別途

農 薬 散 布
乳剤　１,1００
粒剤　２,2００
農薬代別途

２,2００
農薬代別途

乳剤　1,1００
粒剤　２,2００
農薬代別途

水稲刈取
（カッター）

22,０００ 24,2００

22,０００

１０ａ以上 １０ａ未満

※結束の場合３,０００割増
※倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定

水稲刈取
（ｶｯﾀｰ結束） 24,200 26,400

麦刈取
（ｶｯﾀｰ結束） 20,900 22,000

施肥播種

麦播

麦刈取
（カッター）

20,900 22,000

19,140
6,050 6,600

※結束の場合3,300割増
※�倒伏の場合、両者協議

のうえ割増料金決定
麦播（マウントタイプドリルシーダー）

10,340 11,220

玄 米
麦運搬    30㎏ １1０

管理転作地
休耕地の
雑草処理

５００㎡未満
５００～１,５００㎡
１,５００㎡以上

１㎡当り66
１㎡当り55
１㎡当り44

乾 燥 調 整 料 出来高１㎏39（くず米含む） 米・麦　 １㎏ 　３7 できあがり１㎏当り４4（クズ米含む）

畦 塗 り １ｍ当り　88（片側） １ｍ当り　110（片側） １ｍ当り　88（片側）

ロールベーラー ５,5００

※これは、各地域の農作業料金を決定する機関によるものです
※すべて消費税10％込みの価格です（単位：円）

令和5年度 ほくさい管内地域別農作業料金一覧表

※参考価格

❼



　

今
年
の
６
月
は
、
日
平
均
気
温

が
平
年
よ
り
高
い
日
が
続
き
、
早

期
・
早
植
栽
培
を
中
心
に
出
穂
期

が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

７
月
中
も
平
年
よ
り
２
℃
以
上
高

い
日
が
ひ
と
月
の
う
ち
22
日
も
あ

り
、
登
熟
も
急
激
に
進
ん
で
い
ま

す
。
品
質
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
適
切
な
収
穫
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
極
め
、
刈
り
遅
れ
な
い
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一　
水
管
理

⑴
出
穂
後
の
水
管
理

　

出
穂
後
７
日
以
降
は
、
湛
水
と

落
水
を
繰
り
返
す
間
断
か
ん
水
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
土
壌
に
酸
素
が

入
る
こ
と
で
根
の
活
力
が
維
持
で

き
ま
す
。
逆
に
、
水
の
入
れ
っ
ぱ

な
し
は
、
水
温
の
上
昇
と
根
の
酸

欠
を
招
き
、
か
え
っ
て
品
質
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
し
、

台
風
後
の
フ
ェ
ー
ン
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
高
温
で
白
穂
と
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
入
水
し
深
水
と
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
落
水

　

早
期
落
水
は
登
熟
を
阻
害
し
、

白
未
熟
粒
発
生
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
最
低
で
も
出
穂
後
１
か
月
は

土
壌
水
分
を
保
ち
、
完
全
落
水
は

収
穫
の
10
日
～
２
週
間
前
か
ら
と

し
ま
し
ょ
う
。

二　
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

表
１
を
参
考
に
収
穫
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
極
め
ま
し
ょ
う
。

⑴
登
熟
積
算
気
温

　

出
穂
か
ら
の
登
熟
積
算
気
温

は
品
種
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
が
、
お
よ
そ
9
0
0
℃
～

1
1
0
0
℃
で
す
。
県
育
成
の
彩

の
き
ず
な
の
登
熟
積
算
気
温
は

9
0
0
℃
～
1
2
0
0
℃
と
幅

広
い
で
す
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

9
5
0
℃
～
1
1
5
0
℃
と
幅
が

狭
く
、
登
熟
後
半
の
枯
上
が
り
が

比
較
的
早
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

⑵
籾
水
分

　

目
標
の
登
熟
積
算
気
温
に
達

し
、
立
毛
で
の
籾
水
分
が
25
％
以

下
に
低
下
し
た
ら
収
穫
時
期
で
す
。

20
％
以
下
に
な
る
と
過
乾
燥
粒
が

増
加
し
、
胴
割
米
の
増
加
や
食
味

の
低
下
を
招
き
ま
す
の
で
、
25
～

20
％
の
間
で
刈
取
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

⑶
帯
緑
籾
歩
合

　

一
つ
の
穂
に
緑
が
残
っ
た
籾
が

ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
残
っ
て
い

る
か
で
収
穫
時
期
を
判
断
し
ま
す
。

県
育
成
の
彩
の
か
が
や
き
と
彩
の

き
ず
な
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
比
較

す
る
と
帯
緑
籾
歩
合
が
高
い
状
態

で
も
収
穫
適
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
高
温
年
の
彩
の
か
が
や
き

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

今
年
は
猛
暑
で
す
。
水
稲
の
刈
遅
れ
に
注
意
！

は
、
帯
緑
籾
歩
合
90
％
で
も
予
想

以
上
に
籾
内
部
の
登
熟
が
進
み
、

適
期
の
見
極
め
が
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
登
熟
積

算
気
温
と
籾
水
分
が
目
標
に
達
し

た
ら
、
帯
緑
籾
歩
合
が
多
少
高
く

て
も
刈
取
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

三　
適
切
な
乾
燥
・
調
整
作
業

　

水
分
差
の
大
き
い
籾
を
混
合

す
る
と
乾
燥
ム
ラ
に
な
り
ま
す

の
で
、
可
能
な
限
り
別
々
に
乾

燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高

水
分
籾
の
急
速
な
乾
燥
は
、
胴

割
米
の
発
生
の
発
生
を
招
き
ま

す
。
送
風
温
度
は
40
℃
以
下
に

設
定
し
、
水
分
が
20
％
程
に
低

下
し
た
ら
、
通
常
の
送
風
温
度

に
上
げ
、
適
正
水
分
14
・
5
％

～
15
・
0
％
ま
で
仕
上
げ
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
籾
の
張
り
込
み
量
が

少
な
い
場
合
、
循
環
速
度
が
速
ま

り
胴
割
れ
を
起
こ
し
や
す
く
な
る

た
め
、
乾
燥
は
適
切
な
張
り
込
み

量
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

四　
次
作
の
準
備

　

近
年
、
台
風
や
爆
弾
低
気
圧
の

影
響
に
よ
り
、
収
穫
後
の
稲
わ
ら

が
田
ん
ぼ
や
用
排
水
路
、
道
路
に

流
出
す
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
稲
わ
ら
の
す
き

込
み
は
、
収
穫
後
で
き
る
だ
け
早

く
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

稲
わ
ら
を
分
解
す
る
土
壌
微
生

物
は
、
地
温
15
℃
以
上
で
活
発
に

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
地

温
の
高
い
10
月
下
旬
ま
で
に
秋
す

き
込
み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
早
め

に
す
き
込
み
こ
と
で
、
田
植
え
後

の
ガ
ス
わ
き
（
硫
化
水
素
・
メ
タ

ン
）
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
、
根
腐

れ
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
加

え
て
、
ク
ロ
グ
ワ
イ
や
オ
モ
ダ
カ

等
の
雑
草
の
塊
茎
の
他
、
ス
ク
ミ

リ
ン
ゴ
ガ
イ（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）

を
表
面
に
露
出
さ
せ
、
冬
場
の
寒

さ
で
死
滅
さ
せ
る
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

図１　完熟籾と帯緑籾

完熟籾　　　　　　帯緑籾
　　　　　　（わずかでも緑色の部分が
　　　　　　　　　　　　　　残っていれば帯緑籾です）

表１　収穫の目安（８月４日現在）

品種 作型 登熟積算
気温（℃）

帯緑籾
歩合（%）

出穂後
日数（日） 出穂期 収穫適期

（古河アメダス）

コシ
ヒカリ

４月～
５月植

950～
1,150 15～10 34～42

7/15 8/18～8/24

7/20 8/23～8/30

7/25 8/28～9/4

7/30 9/3～9/11

8/5 9/11～9/18

彩の
きずな

５月植 900～
1,200 50～10 32～44

7/20 8/21～9/1

7/25 8/26～9/6

7/30 9/1～9/13

６月植 900～
1,100 40～15 35～44

8/5 9/8～9/16

8/10 9/14～9/22

8/15 9/20～9/29

彩の
かがやき

５月植 910～
1,100 90～45 34～４３

8/5 9/9～9/16

8/10 9/15～9/22

8/15 9/21～9/29

６月植 1,010～
1,250 55～25 42～55

8/20 10/2～10/13

8/25 10/8～10/21
注１）８月３日までは今年の気温、８月４日以降は平年値気温から登熟積算気温を計算し、

収穫適期を推定。
注２）登熟積算気温とは、出穂期以降の日々の日平均気温の合計のこと。
注３）帯緑籾歩合とは、籾を一粒ずつ丁寧に見て少しでも緑が残る籾の割合のこと。
注４）出穂期とは、ほ場全体で全ての穂の 40 ～ 50％が少しでも頭を出した日のこと。
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　令和４年度飼料用米多収日本一表彰式が、７月21日に東
京都文京区の東京大学弥生講堂で開催され、加須市大越の株
式会社山中農産（山中哲大代表）が単位収量の部で農産局長
賞を受賞しました。
　同社では、多収性の飼料用米「みなちから」を1.36㌶栽
培し、単収881㌔を収穫しました。
　多収性や難脱粒性に優れた品種の選定が行われ、高単収を
達成。
　ラジコンボートを用いた除草作業や営農管理システム活用
などの省力化と、地域の畜産農家からの堆肥購入など耕畜連
携の取り組みが評価され、今回の受賞となりました。

　ＪＡは７月上旬に、家の光協会の小学生向け月刊誌「ちゃ
ぐりん」８月号を管内小学校47校に寄贈しました。
　７月10日に加須市役所で贈呈式を行い、大利根地区の黒
川正美地域担当理事が、小野田誠教育長に手渡しました。
　黒川理事から同誌を受け取った小野田教育長は、「絵や写
真が多く楽しく農業を学べる雑誌で、児童が毎年楽しみにし
ています」とお礼の言葉を述べました。
　ＪＡは、地域の未来を担う子どもたちに「食」と「農」に
関心をもってもらおうと毎年この時期に寄贈しています。

　ＪＡは、７月５日に加須市のＪＡ大利根営農経済センターで
水稲の穂肥検討会を開き、加須農林振興センターの技師の指導
を米生産者25人が受けました。
　施用時期が早いと倒伏の危険性が高まり、遅いと食味が低下
する恐れがあるため、現状の稲の状態を知り、施肥の時期を確
認するのが目的です。
　今回で３回目の参加となる水稲農家の曽根優姫さんは、「診断結
果をもとに穂肥を行った年は目標数量を収穫できたので信頼してい
る。今後も施肥量や散布時期を指導いただきたい」と話しています。

　羽生市熟年農業者クラブ（今西昭雄会長）は７月13日、羽
生市の約８㌃のほ場で、同市の社会福祉法人三愛福祉会きむら
認定こども園の園児50人を招き、トウモロコシの収穫体験を
行いました。
　４月25日に、園児が種を蒔いたトウモロコシが収穫時期を
迎え、同クラブ員指導のもと、１人あたり２本収穫しました。
　今西会長は「トウモロコシの播種、収穫をとおして、小さい
うちから農業にふれあい『食』と『農』の大切さを学んでほし
い」と話していました。

㈱山中農産が農産局長賞受賞

ＪＡが小学校へちゃぐりん寄贈

大利根地区で穂肥検討会

園児がトウモロコシ収穫

左からＪＡほくさい加須中央支店野口智章支店長、農
林水産省平形雄策農産局長、賞状を手にする山中代
表、野中厚農林水産副大臣

「ちゃぐりん」を手にする小野田教育長と黒川理事㊨

技師から指導を受ける曽根さん㊨

トウモロコシを収穫する園児ら

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。
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　北川辺地区のほ場で、７月22、23、24日の３日間、水稲のカメムシ防除のため、無人ヘリで殺虫剤の空中散布を
行いました。

　８月７日は、大曽（おおぞ）営農組合（大谷寿
男代表）が、水稲品種「あきたこまち」の稲刈り
をスタートさせました。この日刈り取ったのは、
4㌶。同営農組合は、3つの農業法人で組織する
組合で、「あきたこまち」の他、「コシヒカリ」「彩
のきずな」など、12品種を200㌶栽培しています。
　大谷代表は、「この酷暑なので、高温障害とゲ
リラ豪雨が心配だ。今年は米の需要が回復してい
るとの事で、ＪＡの買取価格に期待している」と

話しています。

　７月４、５日の２日間、北川辺農産物加工研究会（狩野ヒロ子
会長）は静岡県の加藤醤油（ヤマコウ）で研修しました。
　参加者は10人。
　醤油と味噌の製造工程の説明を、熱心に聞いていました。会員
は、麹と大豆の割合や味噌の種類について質問していました。
　２日目は、ＪＡとぴあ浜松ファーマーズマーケット三方原店を
視察しました。
　狩野会長は「日頃の活動の協力の感謝と、慰安を兼ね視察研修
を計画しました。会員同士の親睦も図れました」と笑顔で話して
います。

　ＪＡ年金友の会は、７月11日に栃木県のプ
レステージカントリークラブで第11回ゴルフ
大会を開きました。
　会員相互の親睦と健康増進が目的で、103人
が参加しました。
　表彰式では、箱島登会長が「コロナの影響で
４年振りの開催となりました。今後もゴルフを
通じ会員の親睦と健康維持に努めましょう」と
挨拶しました。
　優勝は加須中央支店管内の福田隆さんです。福田さんは「同伴のみなさんのおかげで楽しくプレーできました。優
勝できて嬉しいです」と喜びを語りました。　以下の順位は下記の通りです。
　〇準優勝＝寺田薫さん（加須中央管内）　〇第３位＝坪井行夫さん（大利根中央管内）

　加須市高柳地区 茂木壯一さんのほ場で７月12日に、カナダのテレビ
制作会社が気候変動における水稲への影響について、茂木さんへ取材を
行いました。番組は世界の気候危機を取り扱うドキュメンタリー。
　今回は、高温障害に強い水稲品種「彩のきずな」の栽培管理について
の取材で、茂木さんは番組デレクターに「彩のきずな」の特長や夏場の
ほ場管理など、丁寧に説明していました。

北川辺地区がカメムシ防除と稲刈りスタート

北川辺農産物加工研究会が県外研修

年金友の会がゴルフ大会開催

茂木さんがカナダのテレビ取材を受けました

無人ヘリの空中散布

挨拶をする箱島会長

「あきたこまち」を刈り取る
大曽営農組合のコンバイン

醤油作りの工程の説明を受ける　　　　　
狩野会長（㊨から３人目）と会員のみなさん

左から寺田さん、福田さん、坪井さん

取材を受ける茂木さん㊨
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　ＪＡ騎西中央女性部（藤井正子部長）は７月18日に、加須市田
ケ谷総合センターで「健康で風土に合った食生活研修会」を開きま
した。健康的な食事と地産地消が目的。参加者は29人。
　埼玉県女性組織協議会「共同購入品目」の、全農のエーコープ新
商品「ほめられ黒酢」を使い「豚肉と根菜の黒酢おろしあえ」の他、

「ししゃもの天ぷら」、「オニオンリング」、「だし炊きごはん」、「自
家製ドレッシングのサラダ」を作りました。また、恒例の焼肉のた
れも作り、盛りだくさんの研修になりました。
　藤井部長は「みなさん手際よく、楽しく料理できました」と笑顔
で話していました。

　加須市園芸組合（内田幸夫組合長）はＪＡに依頼し、次期作キュウリ
の土作りのため作柄別に、６月と７月の２回土壌診断を行っています。
　６月27日、同ＪＡ北川辺支店に隣接する土壌診断室でＪＡほくさい
の園芸担当が、同組合40人分の検体80点を診断しました。
　ＪＡは、診断結果にもとづいて同組合員に次期作の施肥指導を行って
います。

　JＡは７月23日、管内の消費者を対象に「収
穫体験ドライブラリー」を開き、10組42人が
参加しました。ドライブラリーは、マイカーで
決められたチェックポイントを回りながらスタ
ンプを集め楽しむというものです。
　ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積
立金を活用し地域貢献を目的として、今回で４
回目の開催となりました。
　収穫体験を行い地域の住民や、参加した子ど
も達に「食」と「農」への理解を深めてもらう
目的で企画しました。

　最初に加須市種足地区のほ場で、騎西農産物直売所利用組合（石川久雄組合長）に栽培協力をいただいたトウモロ
コシの収穫体験をおこない、参加した子どもは楽しそうに収穫していました。
　その後参加者は、ＪＡ騎西農産物直売所での買い物や、むさしの村でブルーベリーの摘み取りを楽しみました。

　ＪＡは、７月７、８日の２日間、羽生市ＪＡ本店
にて農業機械展示会を開きました。来場者は２日間
で250人。
　生産コストの低減、省力化に特化した最新の農業
機械をＰＲする事が目的。
　アシスト機能の付いた田植え機をはじめとした大
型機械から、各種生産資材まで多彩な農業機械の他、
初の試みとして油圧ショベルなど建設機械も展示しました。
　また、農業機械の購入を検討される方のために、ＪＡ農機ハウスローン相談コーナーも設けました。

ＪＡ騎西中央女性部料理教室開催

加須市園芸組合がＪＡに土壌診断依頼

ＪＡがドライブラリーを開催

ＪＡが農機展示会開催

料理を作る藤井部長（㊨から２番目）と
部員のみなさん　　　　　　　　　　

土壌診断をするＪＡ職員

石川組合長㊨と参加者のみなさん

開催を前に挨拶する大塚宏組合長㊧とＪＡ役職員
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

行田市の
「田んぼアート」が

見頃

ぎょうだ通 信

行田市の「古代蓮の里」東側の水田2.8㌶に描かれた田んぼアートが見頃を迎えました。
今年は、映画「翔んで埼玉 ～琵琶湖より愛をこめて～」の全国公開を記念して、映画の主要キャラクター

とコラボレーションし、ＧＡＣＫＴさん演じる「麻実麗」と二階堂ふみさん演じる「壇ノ浦百美」を大き
く描き、中央にタイトルロゴと埼玉県のシルエット、一礼する２人の姿、両端に行田市の花の「古代蓮」
をあしらったデザインです。

６月10、11日に関係団体やボランティア675人が田植えを行いました。
映画に出演する俳優の加藤諒さんと、タレントの益若つばささんが駆け付け、行田市の行田邦子市長と

田植えをしました。参加者は田んぼ内のくいに沿って、背景の色となる「彩のかがやき」の他、白い「ゆ
きあそび」や赤い「べにあそび」、黒い「ムラサキ905」などを植えました。

田んぼアートは市の観光や「行田市のおいしいお米」のＰＲを担うイベントで、今年で16年目になります。
隣接する古代蓮会館展望室から10月中旬まで楽しめます。是非、行田市に出かけてダイナミックなアー

トをご覧ください。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は行田地区です。

田植えをする行田市長㊨、益若さん㊥、加藤さん㊧
写真提供：行田市

見頃を迎えた田んぼアート
写真提供：行田市
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。
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あ
る
。
大
仏
の
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と
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で
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な
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入
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暑
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。

©2023映画「翔んで埼玉」製作委員会
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JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
相
続
放
棄
し
た
い
が
形
見
分
け
は
可
能
？

― 
形
見
分
け
の
程
度
に
よ
っ
て
は
可
能

①
従
姉
の
面
倒
を
み
た
な
ら
特
別
寄
与
料
？

― 

顕
著
な
貢
献
が
必
要

私
の
従
姉
で
あ
る
Ａ
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
Ａ
に
は
子
供
2

人
Ｂ
と
Ｃ
が
い
る
の
で
す
が
、

2
人
と
も
自
分
の
生
活
中
心
で

Ａ
に
無
関
心
な
た
め
、
1
人
で

困
っ
て
い
る
Ａ
を
み
か
ね
た
私

が
、
Ａ
の
買
い
物
の
手
伝
い
や

入
通
院
の
付
き
添
い
、
入
院
時

の
Ａ
の
身
元
保
証
人
に
な
る
な

ど
、
Ａ
の
身
の
回
り
の
世
話
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に

Ａ
の
死
亡
後
、
Ｂ
と
Ｃ
か
ら
は

一
言
の
挨
拶
も
あ
り
ま
せ
ん
。

相
続
人
で
な
く
て
も
特
別
寄
与

料
を
請
求
で
き
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
私
は
Ｂ
と
Ｃ
に
何
が
し

か
の
請
求
を
で
き
ま
す
か
。

先
月
、
父
A
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
A
は
事
業
を
し
て
い
て

多
額
の
借
金
が
あ
っ
た
の
で
、

相
続
人
で
あ
る
私
は
、
家
庭
裁

判
所
で
相
続
放
棄
の
申
述
を
す

る
予
定
で
す
。
A
の
財
産
と
し

て
は
、
自
宅
の
土
地
建
物
や
預

貯
金
、
衣
類
の
ほ
か
、
事
業
用

の
商
品
や
什
器
備
品
な
ど
が
多

く
あ
り
ま
す
。
相
続
放
棄
を
す

れ
ば
、
私
が
A
の
財
産
を
相
続

で
き
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
A
の
私
物
を
少
し

は
残
し
て
お
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
形
見
分
け
と
し
て
、

A
の
ス
ー
ツ
と
コ
ー
ト
を
１
着

ず
つ
で
い
い
の
で
、
手
許
に
残

せ
ま
せ
ん
か
。

相
続
人
は
、
自
己
の
た
め
に
相

続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
時
か
ら
３
か
月
以
内
で
あ
れ

ば
、相
続
の
放
棄
が
で
き
ま
す（
民

法
９
１
５
条
１
項
）。
た
だ
、
相

続
人
が
相
続
財
産
の
全
部
又
は
一

部
を
処
分
し
た
と
き
は
、
相
続
を

承
認
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
、

相
続
放
棄
は
で
き
ま
せ
ん
（
民
法

９
２
１
条
１
号
）。
こ
の
「
処
分
」

と
は
、
債
権
者
等
を
害
す
る
よ
う

な
一
般
経
済
価
額
を
有
し
て
い
る

物
の
処
分
を
意
味
し
、
こ
れ
に
当

た
る
か
ど
う
か
は
、
相
続
財
産
全

体
の
額
、
被
相
続
人
・
相
続
人
の

財
産
状
態
、
当
該
処
分
の
量
や
性

質
な
ど
に
よ
っ
て
総
合
的
に
判
断

さ
れ
ま
す
。
故
人
を
偲
ぶ
た
め
の

形
見
分
け
は
原
則
と
し
て
当
た
り

ま
せ
ん
。

A
の
遺
産
は
、
自
宅
な
ど
多
く

あ
る
の
で
、
中
古
の
ス
ー
ツ
と
コ

ー
ト
１
着
ず
つ
で
あ
れ
ば
、
相
続

放
棄
を
否
定
さ
れ
る
処
分
に
は
当

た
ら
な
い
で
し
ょ
う
（
山
口
地
裁

徳
山
支
部
昭
和
40
年
５
月
13
日
判

決
）。他

方
、
形
見
分
け
と
し
て
遺
産

の
ほ
と
ん
ど
（
和
服
15
着
、
洋
服

８
着
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
４
点
、
指

輪
２
個
）
を
処
分
し
た
事
案
（
松

山
簡
裁
昭
和
52
年
４
月
25
日
判

決
）
や
、
毛
皮
の
コ
ー
ト
や
絨
毯

等
の
動
産
類
を
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

積
ん
で
持
ち
帰
っ
た
事
案
（
東
京

地
裁
平
成
12
年
３
月
21
日
判
決
）

で
は
、
相
続
放
棄
は
無
効
と
判
断

さ
れ
ま
し
た
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①

②

①

②

相
続
人
以
外
の
親
族
が
、
被
相

続
人
を
無
償
で
療
養
看
護
を
す
る

等
し
て
そ
の
財
産
の
維
持
・
増
加

に
つ
い
て
特
別
の
寄
与
を
し
た
と

き
に
は
、
相
続
人
に
対
し
寄
与
に

応
じ
た
金
銭
（
特
別
寄
与
料
）
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
民

法
1
0
5
0
条
）。
但
し
、
こ
れ

が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
被
相

続
人
の
心
身
の
状
況
、
生
活
状
況

を
踏
ま
え
て
療
養
看
護
の
必
要

性
、
特
別
な
貢
献
、
無
償
性
、
継

続
性
、
専
従
性
等
を
総
合
的
に
考

慮
し
、
そ
の
者
の
貢
献
に
報
い
る

の
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の

顕
著
な
貢
献
が
必
要
と
解
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
近
の
裁
判
例
で
は
、
月
に
数

回
程
度
入
院
先
を
訪
れ
て
診
察
や

入
退
院
に
立
ち
会
う
、
手
続
に
必

要
な
書
類
を
作
成
や
身
元
引
受
け

を
す
る
等
し
た
こ
と
に
つ
い
て
専

従
的
な
療
養
看
護
等
を
行
っ
た
も

の
で
は
な
く
「
特
別
寄
与
料
を
認

め
る
の
が
相
当
な
ほ
ど
に
顕
著
な

貢
献
を
し
た
と
は
い
え
な
い
」
と

請
求
を
否
定
し
ま
し
た
（
静
岡
家

庭
裁
判
所
審
判
令
和
3
月
7
月
26

日
）。あな

た
の
場
合
も
Ａ
の
心
身
や

生
活
状
況
を
踏
ま
え
て
A
の
財
産

の
維
持
増
加
に
対
す
る
「
顕
著
な

貢
献
」
が
必
要
で
買
い
物
の
手
伝

い
や
入
通
院
の
付
き
添
い
等
で
は

請
求
は
困
難
で
し
ょ
う
。

こ
の
特
別
寄
与
料
の
請
求
は
、

相
続
開
始
と
相
続
人
を
知
っ
た
と

き
か
ら
6
か
月
ま
た
は
相
続
開
始

か
ら
1
年
と
い
う
短
い
期
限
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
十
五
夜
に
飾
る
植
物

❷
帰
り
道
の
こ
と

❸
葉
は
コ
ア
ラ
の
餌
に
な
り
ま
す

❹
２
の
３
―
―
は
６

❺
必
要
以
上
に
子
ど
も
を
甘
や
か
す
こ
と

❽
羹
（
あ
つ
も
の
）
に
懲
り
て
―
―

を
吹
く

❿
発
車
―
―
の
新
幹
線
に
な
ん
と
か

乗
り
込
ん
だ

⓬
奈
良
や
和
歌
山
が
あ
る
地
域

⓭
漢
字
で
書
く
と
竜
胆
。
青
紫
色
の

花
を
咲
か
せ
ま
す

⓮
台
風
―
―
、
よ
く
晴
れ
た
ね

⓰
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
場
合
は
サ
ユ

リ
ス
ト

⓲
ml
、
mg
の
「
ｍ
」

⓴
お
金
を
借
り
る
と
付
く
こ
と
も

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
５
年
９
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
８
月
号
の
答
〉

　

サ
ー
フ
イ
ン

タ
テ
の
カ
ギ

❶
ボ
ン
ベ
を
担
い
で
―
―
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
楽
し
ん
だ

❻
ア
ン
ダ
ー
―
―
の
左
腕
投
手

❼
収
穫
期
の
田
ん
ぼ
で
金
色
に
輝
き

ま
す

❾
陶
磁
器
は
こ
の
中
で
焼
き
上
げ
ら

れ
ま
す

⓫
―
―
に
敬
老
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
っ
た

⓬
「
ギ
ィ
ー
、
チ
ョ
ン
」
と
鳴
く
虫

⓮
陽
（
よ
う
）
の
反
対
語

⓯
汁
物
を
よ
そ
う
食
器
の
1
つ

⓱
十
五
夜
に
楽
し
む
も
の

⓳
ピ
ラ
フ
に
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
か

け
て
焼
い
た
も
の

㉑
父
と
母
の
こ
と

　
　
皆
様
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
過
去
に
広
報
編
集
員
を
担
当
し
て
ま

し
た
Ｔ
・
Ｋ
で
す
。
１
年
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
が
今
年
度
編
集
委

員
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
９
月
に
入
り
早
い
地
域
で
す
と
水
稲
収
穫
等
が
全
盛
期
を

迎
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
も
あ
る
の
で
、
水
分
補
給
や
休
憩
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
農
機
具
に
よ
る
事
故
に
も
気
を
付
け
て
、

無
事
に
収
穫
作
業
が
終
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
�

Ｔ
・
Ｋ

編
集
後
記

☆
７
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
柿
沼　
正
明
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
関
口
こ
ま
み
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
川
邉　
幸
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
野
中　
晴
雄
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
岡
田　
清
治
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
正
能　
勝
年
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
髙
橋
な
か
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
小
沼　
深
雪
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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